
委
員　

平
成
14
年
度
新
規
事
業
と

し
て
、
民
間
団
体
活
動
の
促
進
等

に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
政
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
配
置
を
予
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
役

割
で
設
置
す
る
の
か
、
内
容
と

人
選
に
つ
い
て
考
え
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
副
参
事　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
政
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
の
役
割
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
を

図
り
、
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

構
築
及
び
団
体
の
育
成
・
活
動
の

支
援
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

　

市
が
提
唱
し
て
い
る
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
人
選
に

つ
い
て
は
、
役
割
を
果
た
し
て
も

ら
え
る
民
間
の
専
門
家
の
中
で
、

現
在
選
考
中
で
あ
る
。

委
員　

市
は
地
球
温
暖
化
防
止
と

環
境
負
荷
低
減
に
向
け
、
率
先
し

て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を

本
年
２
月
に
取
得
し
た
。
そ
こ
で
、

そ
の
認
証
の
適
用
範
囲
と
各
課
で

実
践
し
て
い
る
環
境
に
優
し

い
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
担

当
主
幹　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
の
適
用
範

囲
は
市
役
所
本
庁
舎
、
第
２
庁
舎
、

市
立
中
央
図
書
館
の
３
箇
所
で
あ

る
。
市
で
は
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
中
心
に
環
境
負
荷
低
減
を

実
践
し
て
い
る
が
、
消
費
電
力
を

減
ら
す
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

紙
の
量
を
減
ら
す
な
ど
の
省
資
源

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公
共
工

事
に
お
け
る
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク

ル
や
環
境
に
影
響
の
少
な
い
機
器

の
使
用
な
ど
を
実
践
し
て
い
る
。

委
員　

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て

は
、
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
商
品

を
造
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
積
極

的
に
社
会
参
加
し
た
い
と
い
う
願

い
は
強
い
と
考
え
る
。

　

関
係
施
設
へ
の
補
助
金
も
必
要

だ
が
、
行
政
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し

い
業
務
の
提
供
も
大
切
で
は
な
い

か
。
市
の
考
え
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

障
害
者
福
祉
課
長　

市
内
に
は
社

会
福
祉
法
人
が
経
営
す
る
大
き
な

施
設
が
５
店
あ
り
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
の
賞
品
や
グ
リ
ー
ン
プ
ラ

ザ
分
館
で
販
売
し
て
い
る
商
品
も

依
頼
し
、
支
援
し
て
い
る
。

　

今
後
も
施
設
や
障
害
の
あ
る
人

の
働
く
喜
び
や
収
入
の
増
加
に
協

力
し
て
い
き
た
い
。

委
員　

市
が
設
置
し
て
い
る
各
基
金
は
、

そ
の
理
由
か
ら
廃
止
や
創
設
を
行
い
運

用
し
て
い
る
が
、
平
成
13
年
度
の
補
正

予
算
で
は
、
不
用
額
を
各
基
金
へ
の
積

立
金
と
し
て
い
な
が
ら
14
年
度
予
算
で

は
、
各
基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
計
上
さ

れ
て
お
り
、
一
方
で
積
み
立
て
、
一
方

で
取
り
崩
す
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
市

は
基
金
に
関
し
て
年
次
計
画
を
設
け
て

取
り
扱
っ
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

財
務
部
次
長　

基
金
に
つ
い
て
は
、
年

次
計
画
で
行
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
と

き
の
財
政
事
情
の
変
化
に
応
じ
、
適
切

な
対
応
を
取
り
積
み
立
て
て
い
る
。
ま

た
、
取
り
崩
し
に
よ
る
財
源
補
て
ん
は
、

歳
出
の
削
減
が
好
ま
し
い
が
、
や
む
を

得
な
い
と
い
う
判
断
で
行
っ
て
い
る
。

委
員　

市
は
総
合
計
画
の
第
１
の
柱
で

あ
る
﹁
安
心
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
﹂
の
実
現
の
た
め
、
平
成

14
年
度
か
ら
新
た
に
子
育
て
支
援
本
部

を
設
置
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
を
実
施
す
る
が
、
期
待
す

る
も
の
は
な
に
か
聞
き
た
い
。

福
祉
部
長　

子
育
て
を
す
る
勤
労
者
に

と
っ
て
仕
事
と
育
児
等
の
両
立
は
課
題

で
あ
る
が
、
通
常
の
保
育
の
運
用
体
制

で
は
応
じ
き
れ
な
い
ニ
ー
ズ
が
出
て
お

り
、
近
年
の
家
族
形
態
で
は
対
応
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
事
業
は

育
児
の
援
助
を
行
い
た
い
人
や
受
け
た

い
人
を
組
織
し
、
多
様
な
対
応
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

委
員　

西
府
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

本
年
９
月
に
も
事
業
認
可
を
受
け
た
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
第
５
次
総

合
計
画
で
は
緑
の
保
全
と
し
て
崖
線
の

保
全
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
区
域
内
で

の
道
路
計
画
の
変
更
も
あ
る
と
聞
く
が
、

緑
地
の
確
保
等
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

開
発
事
業
本
部
長　

土
地
区
画
整
理
組

合
準
備
会
で
は
、
平
成
11
年
の
総
会
で
、

道
路
計
画
を
含
め
事
業
計
画
の
変
更
を

行
っ
て
い
る
。
市
も
崖
線
保
全
の
必
要

性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
崖

線
に
係
る
道
路
計
画
に
つ
い
て
は
、
区

画
整
理
事
業
と
は
別
途
、
市
が
施
行
す

る
が
、
緑
地
保
全
の
必
要
性
も
あ
り
、

今
後
は
関
係
者
等
の
意
見
も
聞
き
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

委
員　

予
算
を
総
合
的
に
見
る
と
、
市

税
等
の
歳
入
が
減
少
し
て
お
り
、
一
方
、

歳
出
で
は
生
活
を
支
援
す
る
民
生
費
が

伸
び
、
財
政
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

府
中
市
の
財
政
は
骨
太
と
い
わ
れ
る
が
、

財
源
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
、
財
政
を

圧
迫
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。
そ
こ

で
、
市
の
経
常
収
支
比
率
の
状
況
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

財
務
部
長　

経
常
収
支
比
率
は
、
平
成

14
年
度
は
99
・
４
％
と
な
る
。
悪
化
の

主
な
原
因
は
、
経
済
の
低
迷
で
、
市
税

等
の
一
般
財
源
が
急
激
に
減
少
し
て
い

る
た
め
で
あ
り
、
今
後
、
健
全
な
財
政

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
大
幅
な
事
業

や
経
費
削
減
が
必
要
で
あ
る
。

委
員　

平
成
14
年
度
予
算
の
特
徴
は
事

務
事
業
評
価
の
中
で
、
教
育
費
の
大
幅

な
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
と
考
え
る
。

　

な
ぜ
、
見
直
し
を
行
い
新
た
な
展
開

と
し
て
進
め
る
の
か
聞
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

教
育
費
は
、
前
年
比

０
・
２
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
一
定
の
削

減
努
力
や
事
業
の
見
直
し
は
必
要
で
あ

り
、
教
育
費
で
も
例
外
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
教
育
レ
ベ
ル
を
低
下
さ
せ

な
い
よ
う
努
力
を
し
て
お
り
、
総
合
的

な
学
習
振
興
費
の
増
額
や
第
九
中
学
校

武
道
場
の
新
築
等
を
計
上
し
て
い
る
。

今
後
も
事
業
内
容
を
精
査
し
、
必
要
な

も
の
は
確
保
し
て
い
き
た
い
。

委
員　

小
学
校
英

語
教
育
推
進
事
業

が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

さ
れ
た
。
来
年
度

の
対
象
校
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
等
の
内

容
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、

中
学
校

の
教
科
課
程
と
の
整
合

性
は
ど
う
か
。

指
導
担
当
主
幹　

こ
の

事
業
は
市
内
全
小
学
校

の
高
学
年
を
対
象
に
１

学
級
あ
た
り
５
時
間
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
中
で
実
施
す
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
小

学
校
の
英
語
教
育
推
進

委
員
会
に
お
い
て
、
市

独
自
の
も
の
を
検
討
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
新
学
習

指
導
要
領
で
は
、
小
学
校
の
英
語

教
育
は
国
際
理
解
教
育
の
一
環
と

さ
れ
て
お
り
、
中
学
校
英
語
の

補
習
・
予
習
的
な
も
の
で
は
な
く
、

英
語
に
慣
れ
親
し
む
こ
と
を
基
本

に
お
い
て
い
る
。

委
員　

緑
を
保
存

す
る
一
環
で
生
産

緑
地
の
指
定
制
度

が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
農
業
経
営
者

の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
か
ら
、
指

定
農
地
を
維
持
す

る
こ
と
が
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
都
市
の
農
地
の
減
少

に
つ
い
て
市
の
対
策
を
聞
き
た
い
。

産
業
経
済
課
長　

農
地
は
生
産
基

地
だ
け
で
な
く
、
都
市
緑
化
と
し

て
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
す
機
能

も
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
農

業
経
営
の
安
定
化
を
目
的
に
支
援

し
て
き
た
が
、
後
継
者
不
足
に
は
、

魅
力
あ
る
、
意
欲
の
持
て
る
農
業

を
目
指
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
平
成
14
年
度
は
市
民
協

働
で
体
験
型
農
園
の
モ
デ
ル
的
な

実
施
を
考
え
て
い
る
。
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140億5134万3千円

145億1791万3千円

71億930万3千円　

956億7160万4千円

59億4748万8千円

46億2500万9千円

23億7774万円　　

1067万2千円

1億401万円 　　

1444億1508万2千円

2153億3108万2千円

702億8000万円　　

143億8570万7千円

148億3950万4千円

78億8816万5千円

997億2154万8千円

22億4819万8千円

50億9401万7千円

25億8144万6千円

1017万2千円

1467億6875万7千円

2170億4875万7千円

△

△

△

一 般 会 計

合 計

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健 医 療

介 護 保 険

競 走 事 業

公 共 用 地

下 水 道 事 業

受 託 水 道 事 業

火 災 共 済 事 業

シルバー入院共済事業

計

特　

別　

会　

計

区 　 　 　 分 平 成 14 年 度 平 成 13 年 度 伸率（％）

７
０
２
億
８
０
０
０
万
円

市　税市　税

423423億16251625万5千円千円

（60.260.2％）％）

市　税

423億1625万5千円

（60.2％）

国・都国・都
　支出金　支出金
　125125億78347834万5千円千円
　　　（　　　（17.917.9％）％）

民生費民生費

272272億12961296万3千円千円

（38.738.7％）％）

総務費総務費
9393億81678167万5千円千円
（13.413.4％）％）

教育費教育費
9292億78787878万6千円千円
（13.213.2％）％）

衛生費衛生費
7575億229229万5千円千円

（10.710.7％）　％）　
土木費土木費

6363億　億　 
74607460万2千円千円

（9.19.1％）％）

その他その他
105105億

29672967万9千円千円
（14.914.9％）％）

その他
105億

2967万9千円
（14.9％）

衛生費
75億229万5千円

（10.7％）　
土木費

63億　 
7460万2千円

（9.1％）

その他その他
153153億85408540万円万円

（21.921.9％）％）

国・都
　支出金
　125億7834万5千円
　　　（17.9％）

民生費

272億1296万3千円

（38.7％）

総務費
93億8167万5千円
（13.4％）

教育費
92億7878万6千円
（13.2％）

その他
153億8540万円

（21.9％）

歳

入

歳

出


